
庚申山―鋸山―皇海山  

山行日：2013.06.03～05 メンバー：TA・SU・HA         天候：晴れ 

コース：３日横浜/6:40－東京/7:28－高崎/8:36－桐生/9:30－通洞/11:00－かじか荘/11:55－

庚申山荘/14:35４日/4:40―庚申山/6:00－薬師岳/7:20－鋸山/8:30－皇海山/10:20

－鋸山/12:00－六林班峠/13:20－樺平/14:55－庚申山荘/16:00５日/6:20－かしか

荘/8:24－通洞/9:05―桐生―小山―東京―横浜 

 

 

 

                      国民宿舎、かじか荘に到着 

                      

 

 

                      林道を 90分ほど歩いて登山道へ 

 

 

 

 

                              森林浴たっぷり 

                               

                              庚申山荘手前の 

                              お山めぐりコース 

                              上級者用 

 

                              お山めぐりコース 

                              全体像 

 

 

                            無人小屋の庚申山荘 

                            先客が２階から降りてきて 

                            挨拶 

                            岸壁の前に建っていた 

 

 

 

 

 

 

室内炊事場、トイレ脇に沢からの水道あり 

トイレはバイオ式、臭い全くなし、快適 

１／13 

 

 

 

 



 

 

 

                時間も早かったので 

                庚申山分岐辺りまで下調べに出かけた 

 

 

                岩場に急勾配の道をハシゴ、ロープで上る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       斜めに設置されたハシゴ 

 

 

 

 

 

 

 

                この様子ではヘッデンでの歩行は無理 

 

                山荘から 50分後、お山めぐりコース、庚申山 

                方面の分岐に着く 

                お山めぐりコースは上級者コースでありさらに 

                困難なコースのようだった。ここで山荘に引き返す 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２／13 

 

  



 

                         昨夜の同宿者は計 8名 

                         朝日を浴びた岸壁 

                         山荘を 4:40皇海山に向かう 

 

 

                         昨日通過したオーバーハング状の 

                         道を通過しているとき、突然に 

                         3m先に枕ほどの岩が突然ドーン 

                         と音を響かせて落下した。間一髪 

                         奇跡的に助かった。もう少し先を 

                         歩いていたら逃れられなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             やがて 

                             展望が開けてきた 

                             袈裟丸山の稜線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        庚申山に着く 

                        この先から目指す皇海山が 

                        見えてきた 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

3／13 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深いヤブを漕いで、駒掛山を通過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4／13 

 

  

 

 

 

鋸山から皇海山への稜線と日光の山並み 

 



 

                   次々と 11峰のピークを越える 

                   生々しい爪の研ぎ跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    白山から 

                    いよいよ鋸山―皇海山が 

                    目の前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       あれが核心部の岩場か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5／13 



 

 

 

 

 

 

 

 

いきなり底が見えないロープの懸垂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           次はより長い岩場の登りを 

                           ハシゴ、ロープで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             下降した岩場を 

                             振り返る 

 

 

 

 

 

6／13 


